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平成31年3月1日（金）　13:00 ～ 17:00

ベルサール八重洲

43社（61名）

日 時

場 所

参加者

日本ジェネリック製薬協会　理事長　伏見 環

最新事案から読みとるコンプライアンスの最新動向

　倫理委員会の施策として、本年度もコンプライアンス研修会を開催し、会員会社43

社より64名（経営幹部、コンプライアンス責任者や担当者を含む）の皆様にご参加いた

だきました。日本ジェネリック製薬協会 伏見理事長の開会挨拶及び協会を巡る最近の

動向の説明につづき、講師の永島・大野・常松法律事務所　パートナー弁護士の深水大

輔先生より、「最新事案から読みとるコンプライアンスの最新動向」についてご講演い

ただきました。 

　講演では近時の企業不祥事の傾向、日本版司法取引の制度と運用、不祥事予防のプ

リンシプル、グローバル・コンプライアンスの動向、内部通報制度認証制度の運用など

を取り上げていただき最近の注目事例もまじえて留意点についてわかりやすく解説

いただきました。今回のコンプライアンスプログラムでは特に経営幹部として押さえ

るべきポイントを聞くことができ、数多くの質問がなされ活発な討議が行われまし

開会挨拶

プ ロ グ ラ ム

永島・大野・常松法律事務所　パートナー弁護士

講師

深水 大輔 先生

コンプライアンス研修会

講 演

概 要
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た。

今後は、今回の研修で得られた情報を、社内研修での気づき・ヒントとして、あるいは自社プログラ

ムの検証などの参考に活用していただきますよう各社お願いいたします。
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